
３.１８報告・討論集会 資料

河村市長の『方針転換』という愚に抗議する

犬山
朝日

無駄に無駄を重ねて川を殺す！徳山ダム導水路

2023年 3月 18 日（土）ｐｍ1：30～4：00

主催：導水路はいらない！愛知の会/長良川市民学習会/徳山ダム建設中止を求める会
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長良川河口堰・徳山ダム・木曽川水系連絡導水路
高度経済成長を支える水資源開発

計画として「フルプラン」がつく

られた。

長良川河口堰建設は、「環境破壊・

無駄な公共物」として、大きな社

会問題に発展した。

水が要らなくなった時代に造られ

たわが国最大の徳山ダムは、現在

一滴の水も使われていない。

木曽川水系連絡導水路事業は、水

資源開発計画の破綻の「るつぼ」

になった。

1 日最大給水量は、ピーク時の３分の２にまで急減している。

2004 年フルプラ

ンⅣで打ち出さ

れた「安定可能給

水量」とは？
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という 徳山ダム建設で生まれた新規水

利権は、誰も使うアテがない状

態である。

岐阜県は上水・工水料金収入の

当てが全くなく、一般会計（県

民の税金）から直払い。

愛知県は「ダムができてしまっ

たから」と思考停止状態で撤退

する姿勢を見せない。

名古屋市は、苦し紛れに「新提

案」という珍提案を持ち出した。

名古屋市水道は、建設費の負

担割合に従い、23 年ローンま

たは当年度払いで左のように

水資源機構に支払う。

このお金は、減価償却費とし

て料金に反映され約 50 年に

わたって市民の水道料金にか

ぶさる。

また水は使わなくても各ダム

の維持管理費分担金の請求書

は来る。永遠に！

名古屋市には、現在徳山ダム

に毎年約 2 億円、河口堰には

0.5 億円。

この導水路建設費は

15 年も前のもの。建設

が始まれば総額 1000
億円をはるかに超える

のは間違いない。

現在建設中の設楽ダムはすで

に当初の 2.2 倍に！内ヶ谷ダ

ムは、2.8 倍になっている。
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２００９年の「撤退“表明”」

（１）法令に基づいて計算すれば、撤退負担金はゼロ円

（２）2009.7.10 副副（三県副知事＋名古屋市副市長）会議資料

中部地整は、「最終的な試算は…法律の定めに基づき、行う必要がある」と言い訳しながら、法令を無

視した「国・三県の新たな負担が生じないことを前提として試算した場合」の試算を行い、「負担者が未

定の概算額は約１１１億円となった」としている。
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（３）2009.8.2 名古屋市「公開討論会」上下水道局資料

⇒

在間弁護士資料

①法令無視の「副知事・副市長会議資料」

をもとに資料を作成

②「負担者未定１１１億円」が名古屋市の撤退

負担金だとする資料を作成 → 明白なウソ
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「導水路」取水計画地

岐阜県揖斐川町西平ダム湖

「導水路」下流施設建設予定地（木曽・長良川背

割り堤）。右の長良川から左の木曽川に流そうと

いうもの。これは、未利用の長良川河口堰の水を

木曽川に移したい！ゾンビ計画の準備といえる。

「導水路」木曽川放水計画地 左側岐阜県坂祝町より放水される。

名古屋市の「新提案」では、加えてこの景勝地「日本ライン」を

伏せ越す独自の導水管を約５０億円で建設し、犬山取水場に直接

導水するという。

2009 年 9/9 長良川市民学習会ニュース No６（粕谷志郎 筆）より

「導水路」取水計画地

岐阜県揖斐川町 西平ダム湖

「導水路」取水計画地

岐阜県揖斐川町西平ダム湖

「導水路」下流施設建設予定地（木曽・長良川背

割り堤）。右の長良川から左の木曽川に流そうと

いうもの。これは、未利用の長良川河口堰の水を

木曽川に移したい！ゾンビ計画の準備といえる。

「導水路」木曽川放水計画地 左側岐阜県坂祝町より放水される。

名古屋市の「新提案」では、加えてこの景勝地「日本ライン」を

伏せ越す独自の導水管を約５０億円で建設し、犬山取水場に直接

導水するという。

「導水路」長良川放水計画地

鵜飼御料場 岐阜市長良古津

「導水路」取水計画地

岐阜県揖斐川町 西平ダム湖
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